
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
生体の体表面上に装着されたセンサを、該生体に押圧するために該センサ上部に載置され
る医療用錘であって、該錘は多数の球状の小錘が袋内に充填されていることを特徴とする
医療用錘。
【請求項２】
前記小錘は、真球であることを特徴とする請求項１に記載の医療用錘。
【請求項３】
前記小錘の真球は、φ０．５～φ２．０ｍｍの大きさであることを特徴とする請求項２に
記載の医療用錘。
【請求項４】
前記錘は、センサ上部に位置する主袋と、その両側に形成された側袋とからなることを特
徴とする請求項１乃至３に記載の医療用錘。
【請求項５】
前記側袋は、少なくとも２個以上の複数個から構成されていることを特徴とする請求項４
に記載の医療用錘。
【請求項６】
前記鍾の材質が重金属であることを特徴とする請求項１乃至５に記載の医療用錘。
【請求項７】
前記鍾の材質が銅製であることを特徴とする請求項１乃至５に記載の医療用錘。
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【請求項８】
前記鍾の材質が鋼製であることを特徴とする請求項１乃至５に記載の医療用錘。
【請求項９】
前記鍾の材質が鉛製であることを特徴とする請求項１乃至５に記載の医療用錘。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は臨床時にセンサを生体に押圧し、生体情報を計測する際に用いられる医療用鍾に
関するものである。
【０００２】
【発明の目的】
本発明の目的は、
簡単な構造で、均等加重を行うことができ、押圧状態にバランスがとれて安定し、ホール
ド感があり、また、小型薄型可能な形状でありながら、防音効果やシールド効果に優れ、
信号雑音比（Ｓ／Ｎ比）を向上することができる、医療用錘を提供することである。
【０００３】
【従来の技術】
一例として心音センサの計測について言及する。
心疾患や呼吸器系の疾患を診断するために、心音センサが生体の胸部に装着されて心音図
が測定される。心音図の測定は、人の話し声・足音・ドアの開閉音なとの外来雑音が混入
しないようにして、信号雑音比（Ｓ／Ｎ比）を良くするために一般的には無音室などの静
かな部屋で測定される。
また、心音センサを生体の体表面上に密着させると信号雑音比（Ｓ／Ｎ比）が向上するこ
とから、生体の体表面上に装着されている心音センサの上部に載せて心音センサを生体に
向けて押圧する医療用錘が知られている。この錘は従来袋内に砂を詰めた砂袋が一般的に
用いられていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら袋内に砂を詰めた医療用鍾では以下のような問題があった。
（１）心音センサを生体に適切に密着させるためには適切な重量を一定時間確保しておく
必要がある。しかしながら、砂袋のため砂を均等に分布させることが困難である。
（２）砂袋のため、砂が一方向に偏ったりして押圧状態に安定感が乏しい。
（３）また、生体にフィットするような包み込む感覚も無い。
（４）このため外来電磁波の影響も受けやすい。
（５）砂袋を介して心音センサに検出されてしまう外来雑音を十分に遮断できない。
（６）また、砂によって適切な重量を確保しようとすると医療用鍾の厚みを厚くするか、
大きさを大きくする必要があり、このため医療用鍾の寸法が大きくなってしまう。
【０００５】
【課題を解決するための手段とその作用】
本発明は以上述べてきた問題を解決するために成されたもので、生体の体表面上に装着さ
れたセンサを、その生体に押圧するためにセンサ上部に載置される医療用鍾である。
（１）前記鍾は多数の球状の小鍾が袋内に充填されたものである。このようにすれば、小
鍾が球状とされていることから、小鍾同士の接触面積が少なくなるので小鍾が動きやすい
。従って医療用鍾がセンサを押圧している状態では、医療用鍾はその下のセンサや体表面
の形状に対応して容易に変形することが可能である。
（２）また、袋内に充填された前記小鍾の形状を球状とすることにより、袋内に空間が形
成されるので、医療用鍾を介してセンサに伝達される外来雑音を遮断する効果がある。
（３）さらに前記小鍾を真球にすることにより、小鍾同士は点接触するので小鍾が特に動
きやすくなるとともに、袋内に形成される空間もさらに大きくなる。従って押し圧状態が
安定するとともに、外来雑音を遮断する効果がさらに大きくなる。
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（４）特に、前記真球の大きさがφ０．５～２．０ｍｍの場合、生体に最もフィットする
ような包み込む感覚も備わってくる。
（５）前記鍾は、前記センサ上部に位置させられる主袋と、その両側または周辺に配置さ
れた少なくとも２個以上の側袋とから構成されている。このようにすれば、主袋の小錘が
一方向に偏ることなく、主袋が均等に加重されることになり押圧状態が安定する。
（６）また、前記主袋の中央位置で前記センサを押圧し、側袋で生体と密着し体表両側へ
垂れ下がることから、押庄状態がさらに安定する。
（７）また、前記センサが外界と遮蔽されるため外来雑音が入りにくく、信号雑音比（Ｓ
／Ｎ比）が向上する。
（８）また、前記錘の材質を重金属（金・白金・銀・銅・鉛・鉄のような比重４乃至５以
上の金属）とする。こうすることにより、適切な重量としても医療用錘の寸法は大きくな
らず、小型薄型となる。
（９）また、比重が大きいほど遮音効果が大きく、特に銅・鉛およびそれらの合金のよう
な軟質金属は振動吸収能力が高いため、外来雑音に対して、顕著な遮断効果が得られる。
（１０）また小錘の材質を重金属にすることにより、センサ周辺が重金属で覆われるので
外来電磁波からも遮断され、さらに信号雑音比（Ｓ／Ｎ比）が向上する。
【０００６】
【実施例】
以下、本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。図１は、本発明が適用された医
療用錘１０の平面図であり、図２は、図１のＡ－Ａ線断面図である。
【０００７】
図１に示すように、医療用錘１０は平面形状が角丸の長方形状であり、図１および図２に
示すように、全体が可撓性の外カバー１２に覆われている。医療用錘１０の平面形状すな
わち外カバー１２の平面形状は、より詳しくは、互いに略平行且つ直線状の一対の側辺１
４と、その一対の側辺１４の端部間を連結する一対の円弧状辺１６により構成される。こ
の医療用錘１０の大きさには特に制限はないが、その医療用錘１０下に配置される心音セ
ンサよりも大きいことが好ましく、たとえば、長手方向（図１の上下方向）が２０ｃｍ、
幅方向（図１の幅方向）が１２．５ｃｍとされる。
【０００８】
外カバー１２内には、その略中央に平面形状が略円形の袋状の大カバー（主袋）１８が収
容されている。大カバー１８は合成繊維などの可撓性の材質によって形成される。外カバ
ー１２の幅方向における大カバー１８の大きさは、その外カバー１２の幅方向長さよりも
わずかに小さく、外カバー１２の側辺１４と大カバー１８の最も側辺１４に近い部分との
間に、たとえば５ｍｍ幅程度の縁取り部２０が形成される大きさになっている。そして、
外カバー１２の長手方向における大カバー１８の大きさは、大カバー１８と外カバー１２
の一対の円弧状辺１６との間に袋状の小カバー２２（側袋）がそれぞれ収容できる大きさ
になっている。また、上記縁取り部２０は、外カバー１２の全周にわたって形成されてい
る。
【０００９】
上記小カバー２２は、外カバー１２の一対の円弧上辺１６と大カバー１８との間において
、一方の側辺１４から他方の側辺１４にかけて円弧上辺１６に沿って帯状に形成されてい
る。この小カバー２２は、外カバー１２の幅方向の略中央において２つに分けられており
、互いに線対称な第１小カバー２２ａと第２小カバー２２ｂとが形成されている。なお、
小カバー２２も合成繊維などの可撓性の材質によって形成される。
【００１０】
また、大カバー１８と小カバー２２との間は距離ｄだけ離されており、その状態で大カバ
ー１８および小カバー２２は縫製により外カバー１２に固定されている。
【００１１】
図２に示すように、大カバー１８および小カバー２２の内部には、真球状の小錘２４が多
数充填されている。この小錘２４はスチール製であり、一個の大きさは、大カバー１８お
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よび小カバー２２の大きさよりも十分に小さく、たとえば、φ０．５～２．０ｍｍとされ
ている。大カバー１８内にはこの小錘２４がたとえば５５０ｇ分充填され、第１小カバー
２２ａおよび第２小カバー２２ｂ内にはこの小錘２４がたとえば３０ｇ分それぞれ充填さ
れている。
【００１２】
図３は、医療用錘１０の使用状態を示す図である。図３では、胸部の体表面２６上の所定
部位に心音センサ２８が載置され、その心音センサ２８の上に、大カバー１８の略中央下
に心音センサ２８が位置するように医療用錘１０が載置されている。なお、心音センサ２
８は、空気伝導形、直接伝導形（加速度形、置き形）など、いずれの形式であってもよい
。
【００１３】
図３に示すように、心音センサ２８上に医療用錘１０が載置された状態では、大カバー１
８の心音センサ２８上に位置しない部分が体表面２６側へ垂れ下がる。また、小カバー２
２は体表面２６側に垂れ下がって体表面２６と接触させられるので、押圧状態が安定する
。
【００１４】
上述の実施例によれば、小錘２４は比重が大きいスチール製であることから、医療用錘１
０の重量を適切な重量としても医療用錘１０の寸法がそれほど大きくならない。また、比
重が大きいほど遮音効果が大きいので、医療用錘１０を介して心音センサ２８に伝達され
る外来雑音を遮断する効果も大きい。
【００１５】
また、上述の実施例によれば、小錘２４が球状とされていることから、小錘同士の接触面
積が少なくなるので、小錘２４が動きやすい。従って、医療用錘１０が心音センサ２８を
押圧している状態では、医療用錘１０は、その医療用錘１０下の心音センサ２８や体表面
２６の形状に対応して変形するので、押圧状態が安定する。また、大カバー１８および小
カバー２２内に充填された小錘２４の形状が球状とされているので、大カバー１８および
小カバー２２内に空間が形成されるので、医療用錘１０を介して心音センサ２８に伝達さ
れる外来雑音を遮断する効果がさらに大きくなる。
【００１６】
特に、上述の実施例によれば、小錘２４は真球状であることから、小錘２４同士は点接触
するので、小錘２４が特に動きやすくなるとともに、大カバー１８および小カバー２２内
に形成される空間が大きくなる。従って、押圧状態が特に安定するとともに、外来雑音を
遮断する効果が特に大きくなる。
【００１７】
また、上述の実施例によれば、医療用錘１０は、心音センサ２８上に位置させられる大カ
バー１８と、その両側に形成された小カバー２２とを有するので、大カバー１８が心音セ
ンサ２８上に載置された状態では、小カバー２２体表面２６側へ垂れ下がることから、押
圧状態がさらに安定する。
【００１８】
以上、本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明したが、本発明はその他の態様におい
ても適用される。
【００１９】
たとえば、前述の実施例では、小錘２４はスチール製であったが、銅、鉛等他の重金属や
重金属の合金によって小錘２４が形成されてもよい。
【００２０】
また、前述の実施例では、小錘２４は真球状であったが、小錘２４は真球ではない球状や
立方体状など、どのような形状であってもよい。
【００２１】
また、前述の医療用錘１０は、大カバー１８の両側に小カバー２２が配置されていたが小
カバー２２は設けられなくてもよい。
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【００２２】
また、前述の実施例では、医療用錘１０を心音センサ２８に使用していたが、体温センサ
、反射型オキシメータ用プローブなど、生体の体表面上に装着して使用する他の医療用セ
ンサに医療用錘１０を使用することもできる。なお、反射型オキシメータ用プローブに医
療用錘１０を使用した場合には、受光素子に発光素子以外の外来光が受光されるのを遮る
遮光効果もある。
【００２３】
【発明の効果】
以上述べてきたように、本発明によれば以下の効果があり、その効果は非常に大きい。
（１）均等加重が簡単に行うことができる。
（２）押圧状態にバランスがとれて安定する、ホールド感がある。
（３）小型薄型可能な形状。
（４）防音効果やシールド効果により、信号雑音比（Ｓ／Ｎ比）を向上することができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明が適用された医療用錘の平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】医療用錘の使用状態を示す図である。
【符号の説明】
１０：医療用錘
１２：外カバー
１８：大カバー（主袋）
２２：小カバー（側袋）
２４：小錘
２６：体表面
２８：心音センサ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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